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春日井市
地域公共交通計画改定

について

資料１-１



内容本市の現状

今後、人口は緩やかに減少が見込まれ、高齢者人口が増加し続け、少
子高齢化が一層進行。

人口と高齢化率

65歳以上では、高齢になるほど運転免許保有率が低下し、75歳以上の
市民では、運転免許保有率は46％。

高齢者の免許保
有率

高齢者人口は、高蔵寺ニュータウン付近で特に増加傾向にあり、高齢
者率は、高蔵寺ニュータウン及び大泉寺町付近で増加傾向

高齢者人口及び
高齢者率の増減

公共交通全路線の人口カバー率は95%、概ねの人口をカバー。
高齢者のカバー率は88%である。

公共交通の人口
カバー状況

・ＪＲ中央本線、名鉄小牧線の全駅と愛知環状鉄道はコロナ禍により
2020年に減少、その後増加。
ＴＫＪ城北線は、味美駅では増加傾向、勝川駅は減少傾向

鉄道

利用者数
の推移 ・名鉄バスは、コロナ禍により2020年に減少、その後増加傾向。

・サンマルシェ循環バスは、 2022年に増加し後、減少傾向
・かすがいシティバスは、増加傾向。

バス

・かすがいシティバスの市の負担金は、2018年度までは約135百万円と
概ね横ばい、2020年度以降は年々増加、2024年度は、約214百万円。
・路線別の利用者１人当たりの市負担額は北部オンデマンドバスが最
も多く、約2,580円/人

バスの収支

公共交通の満足度は、「満足」と「どちらかといえば満足」を足すと
45％。満足の理由は、「バス停や駅の位置」、不満の理由は、「運行
本数」。

アンケート調査

第1回公共交通会議の振返り 2



課題１ 持続可能な公共交通としての運行維持

課題２ 人口密度の高い住宅地の公共交通カバー圏域の拡大

課題３ 地域に即した移動手段の確保

課題４ ２０２４年問題などによる運転手の確保

課題５ 公共交通の利用促進

課題６ 多様化するライフスタイルへの対応検討
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〇 春日井市地域公共交通計画 改定スケジュール
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作業内容 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

地域公共交通会議   ●  ●  ●   ●   

現計画の実績、現状分析、課題整理等             

計画案作成             

委員会報告        ●  ●   

パブリックコメント             

公表            ● 
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〇 計画の区域と期間

(１)計画の区域

 春日井市地域公共交通計画は、春日井市全域を対象とします。

(２)計画期間

 計画期間は、2026年度（令和８年度）から2030年度（令和12年度）の５年間とします。

〇 基本理念

次世代へつなげる 地域公共交通網
～ より暮らしやすい“ライフタウン”春日井へ ～
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〇 基本理念の見直し 6

心地よくつながる地域公共交通

～ より暮らしやすい“ライフタウン”春日井へ ～
現行基本理念

多くの市民が隣接市町への通勤・通学等で公共交通を利用する中、少子高齢

化や、将来的な人口減少が見込まれ、地域社会の持続可能性が大きな課題と

なっている。

背 景

子育て世代から定住の場として選んでもらえるように魅力を創造し、社会構

造の変化への対応を図り、快適で安心して「心地よく」利用できる交通環境の

確保や新しい技術を利用した公共交通の実現を目指す。

設定の考え方

次世代へつなげる地域公共交通
～ より暮らしやすい“ライフタウン”春日井へ ～

基本理念

少子高齢化や人口減少、物価高騰等が深刻化する中、これらの問題に対応し、

持続可能な地域公共交通の維持・形成が必要である。背 景

一人ひとりの主体的な行動や意識醸成を図ることで、持続可能な地域公共交

通を「次の世代」へ繋げる（引継ぐ）ことが重要である。

設定

の考え方



〇 基本的な考え方 7

本市では、鉄道や路線バス、かすがいシティバスなどの多様な公共交通が整備されている
ことを踏まえ、現行計画から同様に、以下に示す考え方を基本として、各種公共交通に係る
施策を検討します。

 さらなる人口減少と高齢化および多様な需要に対応し続けるとともに、未来
に向けて持続可能な公共交通とし、次の世代へつなげるため、現在の利便性
を維持することを基本とします。

 各公共交通手段の乗継ぎ環境の改善や、様々なデジタル技術の活用により、
誰もが安全で快適に公共交通を利用することができる交通環境づくりを推進
します。

 運転手など交通事業を支える人の不足がより深刻さを増す中、公共交通を支
え続けるため、市民をはじめとした関係者の主体的な行動を促進します。



〇 施策・実施主体
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誰もが快適に利用できる公共交通ネットワークの形成
目標
１

・隣接市町への通勤・通学がしやすい公共交通ネットワークの維持
・市内の病院や公共施設などへのバス路線の維持
・人口密度の高い住宅地への公共交通カバー圏域の拡大

方向性

施策 １ かすがいシティバスの効果的な運行

内容取組み

●利用ニーズや効率性に配慮したネットワークの見
直し・検討

●名鉄春日井駅の駅前広場整備に合わせ、当該駅へ
のバスの乗入れについて検討

①ネットワークの再編

●鉄道や路線バスとの乗換え地点となるバス停では、
乗換えに配慮したダイヤの再編

②ダイヤの再編

●市役所や春日井市民病院、駅や地域の主な商業施
設など利用の多いバス停への利便性を維持

●人口密度が高い住宅地においてバスでカバーでき
るエリアの拡充

③エリアの拡充



〇 施策・実施主体
9

施策 ２ 路線バスサービスの維持・支援

内容取組み

●ＪＲの主要な駅を基点とした路線バスは、様々
な移動を支える利便性の高い交通手段として、
現在のサービス水準の維持・改善

①サービス水準の維持・改善

●一部地域で運行している、小型車両の他地域へ
の展開を働きかけ

②小型車両運行の展開検討
（新規）

●鉄道のダイヤが変更された際には、鉄道と路線
バスを乗り継ぐ移動の利便性を維持するため、
路線バスのダイヤの見直し

③鉄道に合わせたダイヤ見直
し

●名鉄春日井駅の駅前広場整備に合わせ、当該駅
への乗入れを行うよう働きかけ

④名鉄春日井駅への乗入れ要
望



〇 施策・実施主体
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施策 ３ 駅及び駅前広場の整備

内容取組み

●高蔵寺リ・ニュータウン計画に基づき、駅北口周
辺の再整備、駅南口周辺や地下道空間の改善によ
る交通結節機能の強化や駅南北の一体感の向上

●駅北口周辺の再整備に合わせて、有料自転車駐車
場の建替え

①ＪＲ高蔵寺駅周辺の再整備

●都市交流拠点としてさらなる利便性の向上を図る
ため、春日井西部第二土地区画整理事業の進捗に
合わせ、駅のバリアフリー化を実施

●自転車・徒歩で安全にアクセスできるよう、安全
な歩行空間や自転車駐車場の整備

●バスやタクシーに円滑かつ安全に乗り換えること
ができるよう、駅前広場のバリアフリー化を実施

②名鉄春日井駅及びその周辺
の整備



〇 施策・実施主体
11

利用者によりそう交通環境の整備
目標
２

施策 １ 地域の実情を踏まえた移動手段の確保

内容取組み

●北部オンデマンドバスの利用促進に向けた、乗り
方教室の開催などによる利用方法の周知

①北部オンデマンドバスの利
用促進

●石尾台地区におけるラストマイル自動運転につい
て、運営者のマネジメントの向上及び負担軽減を
図り、地域の重要な移動手段として維持

●運行の範囲や距離等により既存交通事業者による
サービス提供が期待できない地域における、地域
住民と連携した送迎サービスの構築

②ラストマイル送迎サービス
の推進

●地域循環バス（サンマルシェ循環バス）について、
利用促進及び継続支援

③地域循環バスの利用促進

・地域の実情を踏まえた移動手段の確保
・バス停環境の整備
・料金割引制度の周知・拡充

方向性



〇 施策・実施主体
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施策 １ 地域の実情を踏まえた移動手段の確保

内容取組み

●少子高齢化や人口減少等の進行により、既存の移
動サービスが適さない地域や公共交通が不足して
いる地域において、各地域の特性に応じた移動手
段の検討

④各地域の特性に応じた移動
手段の検討

●限られた人的資源できめ細かい対応をするため、
自動運転をはじめとする先進技術を活用した移動
手段の調査・研究

⑤先進技術を活用した移動手
段の調査・研究



〇 施策・実施主体
13

施策 ２ バス待ち環境・乗り心地の改善

内容取組み

●バス停の利用状況などを踏まえながら、バス事業
者や道路管理者などと連携し、主要駅へのバス停
位置や時刻表の設置

①バス待ち環境の改善

●民間事業者との連携を図り、バスを気楽に待てる
環境の創出

②商業施設等との連携による
バス待ち環境の充実

●CO２排出削減による環境配慮だけでなく、バスの
乗り心地向上による利用促進

③CEV車両導入の促進（新規）

※CEV：Clean Energy Vehicle
温室効果ガスの排出が少ない自
動車全般を指す。



〇 施策・実施主体
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施策 ３ 料金割引制度の拡充

内容取組み

●運賃の公平性を確保しつつ、割引制度の見直しを
検討

●自動車運転免許の返納者をはじめとした高齢者な
どの外出を支援する制度について検討

①料金割引制度の拡充検討

●MaaSアプリを活用し、異なる交通手段の乗継ぎに
対する料金割引制度の確立

②先進技術を活用した料金割
引制度の確立



〇 施策・実施主体
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施策 ４ 多様なツールによる運行情報等の周知・改善

内容取組み

●誰もが公共交通の運行情報を簡単に入手できるよ
う、バスロケーションシステムやMaaSをはじめ
とする多様なツールを活用した情報発信

●バスマップを地域のイベントや健康増進などの生
活情報と組み合わせるなど、多くの人に活用して
もらえるような情報の提供方法について検討

①多様なツールの活用による
周知・改善

●多様な交通手段により生活利便性の向上を図るた
め、異なる交通手段やかすがいシティバスの路線
間の乗継ぎに対して、料金割引などの制度やダイ
ヤの改善について検討

●MaaSを活用し、複数の交通手段を包括した経路検
索・予約・運賃決済など、新たな仕組みの導入

②交通手段間のシームレスな
乗継ぎの支援



〇 施策・実施主体
16

みんなで支える持続可能な地域交通サービスの仕組みづくり目標
３

施策 １ 交通事業者の運営支援（運転手の確保）

内容取組み

●交通事業者による運転手を確保する取組みを支援①運転手確保の取組支援

●バスやタクシーの運転手不足がより深刻さを増す
中、運転手の確保に向け、運転手の活躍状況をＰ
Ｒするなど、バスやタクシー事業の魅力について
交通事業者と連携して周知

②バス・タクシー事業の魅力
発信

・市民への利用促進策の実施
・市の負担額の低減
・運転士不足の解消

方向性



〇 施策・実施主体
17

施策 ２ 公共交通利用意識の醸成

内容取組み

●多様な主体と連携し、行動変容による公共交通の
利用促進を図るため、モビリティ・マネジメント
等による啓発の実施

●マイカー利用抑制や、自家用車から公共交通への
転換に向けた利用促進策の実施

①モビリティ・マネジメント
等の啓発実施

●公共交通の利用意識や、心のバリアフリーの醸成
を図るためのイベント実施

●ノーカーデー実施などの啓発活動の推進

②バスやタクシーの利用意識
を醸成させるイベント等の実
施

施策 ３ ネットワークを補完する交通手段の維持に向けた多様な主体との連携

内容取組み

●春日井市内タクシー事業者 、高蔵寺ニュータウ
ンセンター開発 ㈱ 及び福祉部局、企業、学校、
民間施設の送迎バス等の活用の検討

①民間施設の送迎バス活用の
検討



〇 施策・実施主体
18

施策 ４ 隣接市との連携

内容取組み

●隣接市と連携したバス路線やMaaSアプリを用いて、
市域をまたいだ市民の移動の利便性向上や公共交
通の利用促進

①隣接市との市域連携による
公共交通の利便性向上

施策 ５ 地域で公共交通を支える制度・体制づくり

内容取組み

●市民の積極的な参画を促進するとともに地域の実
情を踏まえた移動手段の導入を図るため、先進事
例の研究・検討

●地域住民による自主運行の機運が高まった時点に
おける、自主運行に向けた支援の検討

①地域住民を主体とした公共
交通の導入検討

●熱中症予防など、高齢者・子育て世代にもやさし
いバス待ち環境や、広告パネル付きの上屋・ベン
チの設置

②広告パネル付きの上屋・ベ
ンチの設置



〇 評価指標 19

誰もが快適にアクセスできる公共交通ネットワークの形成基本目標１

公共交通の人口カバー率設定指標

市民が公共交通を利用できる体系が形成されているか評価するため設定の考え方

かすがいシティバスの再編や地域の実情を踏まえた移動手段を確保
し、現状の公共交通ネットワークのサービス水準の維持向上を目指す

目標値設定の

考え方

96％
目標値
（2030年度）

95％
現状値

（2024年度）

・国勢調査の 100m メッシュの人口分布データを使用
・「市の総人口」に対する「鉄道から 800m 圏内とバス停から 300m
圏内のいずれかにメッシュの一部が含まれるメッシュの総人口」の割
合

算出方法

現状
R3 R4 R5 R6

総人口 93% 94% 94% 95%



〇 評価指標 20

利用者によりそう交通環境の整備基本目標２

市内の鉄道及び市内バスの利用者数設定指標

各交通手段の利便性が確保され、市民に利用される公共交通になっ
ているかを評価するため

設定の考え方

人口減少等により公共交通の利用者数は減少が見込まれるが、交通環境を向上

させることで、公共交通全体の利用者増加につなげる

目標値設定の

考え方

34,314千人 以上
目標値
（2030年度）

32,312千人
現状値

（2024年度）

・鉄道４路線（JR中央本線、名鉄小牧線、愛知環状鉄道、城北線）及
びバス（名鉄バス、サンマルシェ循環バス、あおい交通、かすがいシ
ティバス、北部オンデマンドバス）の利用者数の合計

算出方法

現状

R3 R4 R5 R6
JR 19,790 21,320 22,395 22,764
名鉄 1,968 2,119 2,262 2,316
愛環 1,641 1,803 1,914 2,000
城北線 123 136 135 126
名鉄バス 3,796 4,247 4,532 4,571
あおい交通 179 192 203 151
サンマルシェ循環バス 74 75 51 51
かすがいシティバス 256 288 313 327
北部オンデマンドバス 5 7 7 6
合計 27,832 30,187 31,812 32,312

（単位：千人）



〇 評価指標 21

みんなで支える持続可能な地域交通サービスの仕組みづくり基本目標３

バスを利用した市民の割合設定指標

持続可能な地域交通サービスとし、市民の意識醸成及び利用促進を
評価するため

設定の考え方

2017年度は28％の市民が利用していたため、まずは同等水準まで引き上げるこ

とを目標とする。

目標値設定の

考え方

28.0％
目標値
（2030年度）

22.5％
現状値

（2024年度）

市民アンケート調査算出方法

2017年度：28.0％
2024年度：22.5％

現状



〇 将来の主な公共交通体系 22

 基本理念を踏まえ、関係者の連携の下、鉄道とバスが一体となった利便性の高い公
共交通の維持を目指すとともに、多様な交通の組み合わせによる市民の移動手段を
継続的に確保します。

 地域ごとの需要に応じた手段による地域生活交通やタクシー、民間自主運行バス、
福祉有償運送などによりネットワークを補完します。

 高齢化の進行や人口減少などにより、公共交通のあり方を見直す検討も必要であり、
今後、シティバス路線の改定なども検討します。

 これらの取組みにより、春日井市立地適正化計画でも掲げている、公共交通を利用
して生活できる都市構造を目指します。

凡 例

（公共交通体系を構成する路線）

（立地適正化計画より）


